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(57)【要約】
【課題】ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）に関連
付けられた制御シグナリングをプロキシ機能によってカ
バーすること。
【解決手段】ＳＭＳメッセージをインターワーキングワ
イヤレスローカルネットワーク・ユーザ機器（Ｉ－ＷＬ
ＡＮ　ＵＥ）に配信する方法は、インターネットプロト
コルショートメッセージゲートウェイ（ＩＰ－ＳＭ－Ｇ
Ｗ）にＵＥを登録することによって開始する。ＵＥのケ
ーパビリティを含むケーパビリティレポートが、ＵＥか
らＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信される。ＳＭＳメッセージが
、ショートメッセージサービスセンタ（ＳＭＳＣ）から
ＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信される。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷにお
いて、ＵＥのケーパビリティを評価して、ＵＥがＳＭＳ
メッセージを受信できるか否かを判定する。ＵＥがＳＭ
Ｓメッセージを受信するケーパビリティを有していた場
合、ＳＭＳメッセージは、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷを介して、
ＵＥに配信される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）における使用の方法であって、
　前記ＵＥが、無線ネットワークを介してケーパビリティ情報を送信するステップであっ
て、前記ケーパビリティ情報は、前記ＵＥのショートメッセージサービス（ＳＭＳ）ケー
パビリティを示す、送信するステップと、
　前記ＵＥが、前記無線ネットワークと１又は２以上のＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ）サーバとを介して第１のセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）メッセージを受
信するステップであって、前記第１のＳＩＰメッセージは、ショートメッセージサービス
（ＳＭＳ）メッセージを含む、受信するステップと、
　前記ＵＥが、前記無線ネットワークと前記１又は２以上のＩＭＳサーバとを介して第２
のＳＩＰメッセージを送信するステップであって、前記第２のＳＩＰメッセージは、ＳＩ
Ｐ　ＯＫメッセージであり、前記第２のＳＩＰメッセージは、前記第１のＳＩＰメッセー
ジに応答するものである、送信するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記１又は２以上のＩＭＳサーバは、インターネットプロトコルショートメッセージゲ
ートウェイ（ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ）を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１又は２以上のＩＭＳサーバは、呼状態制御機能（ＣＳＣＦ）を含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ：Wireless Loc
al Area Network）に関し、より詳細には、ＷＬＡＮを介したショートメッセージサービ
ス（ＳＭＳ：Short Message Service）をサポートする、ターミナルのケーパビリティ（t
erminal capability）をレポートするための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＬＡＮにおいてＩＰ（Internet Protocol）を用いたＳＭＳをサポートする現行のア
ーキテクチャは、ユーザ機器（ＵＥ：User Equipment）の代表として、ＩＰゲートウェイ
において、ＳＭＳプロキシを使用している。ＳＭＳプロキシは、共通線信号Ｎｏ．７（Ｓ
Ｓ７：Signaling System No.7）の移動通信応用部（ＭＡＰ：Mobile Application Part）
（すなわち、ＧＳＭ（Global System for Mobile communication）／ＧＰＲＳ（General 
Packet Radio Service）に関する既存のＳＭＳ）に対するターミナルのフロントエンドと
して動作する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＳＭＳに関連付けられた制御シグナリングは、現在のところ、プロキシ機能によってカ
バーされてはいない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明により、ＳＭＳデータメッセージが、ＳＳ７／ＭＡＰフォーマットから抽出され
、そのメッセージが、ＩＰベースのプロトコルを用いることによって、インターワーキン
グＷＬＡＮ（Ｉ－ＷＬＡＮ：Interworking WLAN）　ＵＥに配信される。本発明では、Ｓ
ＭＳ　ＩＰゲートウェイにおけるＳＭＳプロキシ機能が、ＧＳＭ／ＧＰＲＳ　ＵＥにおけ
るＳＭＳクライアントにより実行される全ての機能を実行する。
【０００５】
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　ＳＭＳメッセージをＩ－ＷＬＡＮ　ＵＥに配信する方法は、ＩＰショートメッセージゲ
ートウェイ（ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ：IP Short Message GateWay）にＵＥを登録することによ
って開始する。ＵＥのケーパビリティを含むケーパビリティレポートが、ＵＥからＩＰ－
ＳＭ－ＧＷに送信される。ＳＭＳメッセージは、ショートメッセージサービスセンタ（Ｓ
ＭＳＣ：Short Message Service Center）からＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信される。ＩＰ－Ｓ
Ｍ－ＧＷにおいて、ＵＥのケーパビリティを評価して、ＵＥがＳＭＳメッセージを受信で
きるか否かを判定する。ＵＥがＳＭＳメッセージを受信するケーパビリティを有していた
場合、ＳＭＳメッセージが、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷを介して、ＵＥに配信される。
【０００６】
　Ｉ－ＷＬＡＮ　ＵＥからＳＭＳメッセージを送信する方法は、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷにＵＥ
を登録することによって開始する。ＵＥのケーパビリティを含むケーパビリティレポート
が、ＵＥからＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信される。これによって、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷは、ＵＥ
のプロキシとして動作する。ＳＭＳメッセージは、ＵＥからＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信され
る。そのＳＭＳメッセージが、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷを介して、ＳＭＳＣに送信される。
【０００７】
　ＳＭＳメッセージをＩ－ＷＬＡＮ　ＵＥに配信するシステムは、ＳＭＳＣと、ＩＰ－Ｓ
Ｍ－ＧＷと、ケーパビリティレポートとを備える。ＳＭＳＣは、ＵＥに配信するためのＳ
ＭＳメッセージを送信する。ＵＥは、ＩＰ－ＳＷ－ＧＷに登録され、ＩＰ－ＳＷ－ＧＷは
、ＳＭＳＣにより送信されたＳＭＳメッセージを受信する。ＵＥのケーパビリティを含む
ケーパビリティレポートが、ＵＥからＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信される。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ
は、ケーパビリティレポートを評価し、ＵＥがＳＭＳメッセージを受信するケーパビリテ
ィを有していた場合、ＳＭＳメッセージをＵＥに配信する。
【０００８】
　Ｉ－ＷＬＡＮ　ＵＥからＳＭＳメッセージを送信するシステムは、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷと
、ケーパビリティレポートと、ＳＭＳＣとを備える。ＵＥは、ＩＰ－ＳＷ－ＧＷに登録さ
れ、ＵＥのケーパビリティを含むケーパビリティレポートをＩＰ－ＳＭ－ＧＷに送信する
。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷは、ＵＥのプロキシとして動作し、ＵＥにより送信されたＳＭＳメッ
セージを受信する。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷが、そのＳＭＳメッセージをＳＭＳＣに転送する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ＳＭＳシステムを示すブロック図である。
【図２】ショートメッセージをＷＬＡＮ　ＵＥに配信する方法を示すフロー図である。
【図３】ＳＩＰ／ＩＭＳを使用して、ショートメッセージをＷＬＡＮ　ＵＥに配信する方
法を示すフロー図である。
【図４】ＷＬＡＮ　ＵＥからショートメッセージを送信する方法を示すフロー図である。
【図５】ＳＩＰ／ＩＭＳを使用して、ＷＬＡＮ　ＵＥからショートメッセージを送信する
方法を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　添付図面とあわせて理解すべき例示する以下の好ましい実施形態の記載から、本発明を
より詳細に理解することができよう。
【００１１】
　以下において、ユーザ機器（ＵＥ）には、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Wire
less Transmit/Receive Unit）、移動局、固定式もしくは移動式加入者ユニット、ページ
ャ、または、ワイヤレス環境において動作することができるその他の任意のタイプのデバ
イスが含まれるが、これらに限定されるものではない。また、以下において、「基地局」
と呼ぶときは、この用語には、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント、また
は、ワイヤレス環境におけるその他の任意のタイプのインタフェーシングデバイスが含ま
れるが、これらに限定されるものではない。以下の諸実施形態について、ＵＥと関連させ
て説明するが、それらの実施形態は、ＷＴＲＵにも適用できる。
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【００１２】
　図１は、ＳＭＳシステム１００を示す図である。このシステム１００は、ショートメッ
セージエンティティ（ＳＭＥ：Short Message Entity）１０２を備えている。このＳＭＥ
１０２は、ショートメッセージを送受信することができる。ＳＭＥ１０２は、ＳＭＳＣ１
０４と通信する。ＳＭＳＣ１０４は、ＳＭＥ１０２とＵＥとの間でやり取りされるショー
トメッセージをリレーして、記憶転送する（store-and-forward）役割を担う。
【００１３】
　関門移動通信交換局（ＧＭＳＣ：Gateway Mobile Switching Center）／ＳＭＳインタ
ーワーキング移動通信交換局（ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ：SMS InterWorking Mobile Switchin
g Center）１０６は、２つの機能、すなわち、ＧＭＳＣ機能とＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ機能と
を有する。ＧＭＳＣ機能は、ＳＭＳＣ１０４からショートメッセージを受信する。そして
、ＧＭＳＣ機能は、情報をルーティングするために、ホームサブスクライバサーバ（ＨＳ
Ｓ：Home Subscriber Server）／ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ：Home Location 
Register）１０８に問い合わせて、受信側ＵＥがアクセスするＭＳＣまたはＳＧＳＮ（Se
rving GPRS Support Node）にショートメッセージを送信する。ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ機能
は、ＵＥからショートメッセージを受信し、そのショートメッセージを、適切なＳＭＳＣ
に転送する。図１には、ＳＭＳＣ１０４とＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６とを別々
のエンティティとして示したが、これらは、単一のエンティティに統合することができる
。
【００１４】
　ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８は、ＷＬＡＮの認証・許可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authen
tication, Authorization, and Accounting）サーバ１１０と通信する。ＡＡＡサーバ１
１０は、どのＵＥがＷＬＡＮにアクセスすることができるかに関する情報と、ＵＥがどの
サービスを使用することが許されているかに関する情報と、各ＵＥに関するアカウンティ
ング記録とを有する。
【００１５】
　非ＩＰベースの設定では、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、ＭＳＣ１１２およ
びＳＧＳＮ１１４と通信する。ＭＳＣ１１２およびＳＧＳＮ１１４は双方、ＵＥ１１６と
通信する。ＭＳＣ１１２は、スイッチング、シグナリング、ページング、およびＭＳＣ間
のハンドオーバなどの機能を提供する。ＳＧＳＮ１１４は、ルーティングや移動管理など
の機能を実行する。
【００１６】
　ＳＭＳメッセージをルーティングする際、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、Ｈ
ＳＳ／ＨＬＲ１０８に対してＭＡＰリクエストを行って、ＵＥ１１６に配信するためのＳ
ＭＳメッセージがルーティングされることになるＭＳＣ１１２またはＳＧＳＮ１１４のア
ドレスを割り出す。
【００１７】
　ＩＰベースの設定では、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８が、ショートメッセージを配信するた
めに、ＩＰクライアントとネットワークとの間のプロトコルインターワーキングを提供す
る。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＳ７を介して、確立されたＭＡＰプロトコルを使用す
ることにより、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６と通信する。これにより、ＧＭＳＣ
／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６には、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８が、ＭＳＣまたはＳＧＳＮの
ように見える。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＩＰアドレスデータベース１２０にアクセス
して、電話番号（ＭＳＩＳＤＮ）を、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２のＩＰアドレスと関連付ける
。図１には、ＩＰアドレスデータベース１２０を１つのエンティティとして示したが、Ｉ
Ｐアドレスデータベースは、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８内、ＡＡＡサーバ１１０内、もしくは
ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８内に位置してもよいし、または、その他の適切な任意の場所に位
置してもよい。
【００１８】
　ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、パケットデータゲートウェイ（ＰＤＧ：Packet Data Gate
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way）１２４を使用して、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２と通信する。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は
、ＳＭＳサービスに関して、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２の登録および認証をサポートし、ＷＬ
ＡＮ　ＵＥ１２２とのセキュリティアソシエーションをサポートする。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ
１１８は、ＩＰベースのプロトコルを使用して、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２と通信し、ＳＭＳ
メッセージのフォーマットおよび機能性を維持する。
【００１９】
　ＳＭＳメッセージをルーティングする際、ＧＭＳＣ／ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、Ｈ
ＳＳ／ＨＬＲ１０８に対してＭＡＰリクエストを行って、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８のアド
レスを割り出す。さらに、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８は、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２がＩＰベース
である（例えば、ＷＬＡＮ　ＵＥが、ＭＳＣ１１２またはＳＧＳＮ１１４ではなく、ＩＰ
－ＳＭ－ＧＷ１１８と通信する）という指示と、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８のＳＳ７　ＭＡ
Ｐアドレスとを提供する。また、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８には、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２がＩ
Ｐを介して接続されていることを判定して、ＭＳＣまたはＳＧＳＮのアドレスではなく、
ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８のアドレスを返すのに必要なロジックが含まれる。ＡＡＡサーバ
１１０は、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２がＩＰ接続されているか否かに関する、ＷＬＡＮ　ＵＥ
１２２の接続ステータス（attach status）を保持する。
【００２０】
　ＷＬＡＮ　ＵＥへのショートメッセージの配信
　図２は、ショートメッセージをＷＬＡＮ　ＵＥに配信する方法２００を示している。Ｗ
ＬＡＮ　ＵＥ１２２と、ホームＰＤＧ１２４との間に、トンネルが確立される（ステップ
２０２）。トンネルが確立されたあと、ＵＥ１２２は、必要な全てのセキュリティアソシ
エーションを確立するＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に登録され、ＳＭＳサービスのサポート性
に関して、認証を行い、ＵＥのＭＳＩＳＤＮ（Ｅ．１６４）とＵＥのＩＰアドレスとの関
連付け（association）を登録する（ステップ２０４）。
【００２１】
　ＵＥ１２２は、自身のケーパビリティを、（ケーパビリティレポートとして）ＩＰ－Ｓ
Ｍ－ＧＷ１１８に送信する（ステップ２０６）。ＵＥのケーパビリティには、例えば、メ
モリサイズ、ターミナルのタイプ、スクリーンサイズ、および、ＵＥがセッション開始プ
ロトコル（ＳＩＰ：Session Initiation Protocol）をサポートするか否かに関する情報
が含まれる。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＵＥのケーパビリティを使用して、ＳＭＳメッ
セージの配信を拒否するか否かを判定し、ＳＭＳデータおよび通知だけが、ＩＰを介して
ＵＥ１２２に確実に送信されるようにする。
【００２２】
　ＳＭＳＣ１０４は、ＳＭＳメッセージをＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６に送信する（ステップ
２０８）。ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８に問い合わせて、ＵＥ１２
２に関するルーティング情報を検索する（ステップ２１０）。ユーザが、ＳＭＳメッセー
ジの配信について、ＷＬＡＮにおいて登録されていれば、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８は、（適
切なＭＳＣまたはＳＧＳＮのアドレスではなく、）ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８のアドレスを
返す。これによって、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＵＥ１２２のプロキシとして動作する
（ステップ２１２）。ＳＭＳプロキシ（すなわち、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８）は、ＵＥ１
２２のケーパビリティ（例えば、メモリサイズ、スクリーンサイズ、またはターミナルの
タイプ）と、ＳＭＳデータの性質（テキスト、動画など）とに基づいて、ＳＭＳメッセー
ジの配信を拒否することができる。
【００２３】
　ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、ＳＭＳメッセージがあたかもＭＳＣまたはＳＧＳＮに配信
されるかのようなプロトコルを使用して、ＳＭＳメッセージをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に
転送する（ステップ２１４）。任意的に、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、データベース１２
０に問い合わせて、ＵＥ１２２に関連付けられたＩＰアドレスおよび適切なセキュリティ
パラメータを識別してもよい（ステップ２１６）。
【００２４】
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　ＳＭＳメッセージは、２つの方法により配信することができる。その２つの方法は、通
知配信および直接配信である。通知配信の方法が使用される場合、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１
８は、ＳＭＳ通知リクエストをＵＥ１２２に送信して、ＵＥ１２２に、ＳＭＳメッセージ
が配信可能であることを通知する（ステップ２１８）。ＵＥ１２２は、ＳＭＳ通知リクエ
ストを受信すると、ＵＥ１２２がＳＭＳメッセージを受信することを望むか否かを指示す
る通知アクノレッジメント（notification acknowledgement）をもって、ＩＰ－ＳＭ－Ｇ
Ｗ１１８に応答する（ステップ２２０）。
【００２５】
　直接配信の方法が使用される場合（ステップ２１８およびステップ２２０がスキップさ
れる場合）、または、ＳＭＳ通知リクエストに応答されて、肯定アクノレッジメントが、
ＵＥ１２２から受信された場合、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、可能な複数のプロトコルの
うちの１つを使用して、ＳＭＳメッセージをＵＥ１２２に配信する（ステップ２２２）。
これらの可能な複数のプロトコルとして、例えば、ワイヤレスアプリケーションプロトコ
ル（ＷＡＰ：Wireless Application Protocol）、ショートメッセージピアツーピアプロ
トコル（ＳＭＰＰ：Short Message Peer to Peer protocol）、モバイルメッセージアク
セスプロトコル（ＭＭＡＰ：Mobile Message Access Protocol）、拡張マークアップ言語
（ＸＭＬ：eXtensible Markup Language）、またはＳＩＰ（例えば、ＩＰマルチメディア
サブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）クライアント）が挙げられる。ＩＰ
－ＳＭ－ＧＷ１１８が、ＳＭＳメッセージの配信を拒否した場合、ステップ２１６～ステ
ップ２２２はスキップされ、方法２００は、ステップ２２４へ進む。
【００２６】
　ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、配信レポートをＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６に返送する（ステ
ップ２２４）。この配信レポートは、ＳＭＳメッセージがＵＥ１２２に配信されたことを
確認するものであるか、または、ＳＭＳメッセージを配信できなかったことと、その失敗
の理由とを、ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６に通知するものである。ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は
、ＳＭ配信レポートステータスをＨＳＳ／ＨＬＲ１０８に送信する（ステップ２２６）。
ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、ＳＭ配信レポートをＳＭＳＣ１０４に送信する（ステップ２
２８）。ＵＥ１２２のフロントエンドとして動作するＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８により、３
ＧＰＰ技術規格（ＴＳ：Technical Specification）　２３．０４０　ｖ６．３．０（２
００４－０３）において定義されたメカニズムを用いて、エラー処理が実行されることが
好ましいが、その他のエラー処理技術が用いられてもよい。
【００２７】
　図３は、ＳＩＰ／ＩＭＳを使用して、ショートメッセージをＷＬＡＮ　ＵＥ１２２に配
信する方法３００のフロー図である。ＵＥ１２２は、ＩＭＳ登録プロシージャにしたがっ
て、サービング呼セッション制御機能（Ｓ－ＣＳＣＦ：Serving Call Session Control F
unction）３０２に登録される（ステップ３１０）。この登録情報は、ＨＳＳ／ＨＬＲ１
０８にも記憶される。ＵＥ１２２は、ケーパビリティレポートをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８
に送信する（ステップ３１２）。ＵＥのケーパビリティには、例えば、メモリサイズ、タ
ーミナルのタイプ、スクリーンサイズ、および、ＵＥがセッション開始プロトコル（ＳＩ
Ｐ）をサポートするか否かに関する情報が含まれる。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＵＥの
ケーパビリティを使用して、ＵＥ１２２のプロキシとして動作することにより、ＳＭＳメ
ッセージの配信を拒否するか否かを判定する。
【００２８】
　ＳＭＳＣ１０４は、ＳＭＳメッセージをＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６に送信する（ステップ
３１４）。ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８に問い合わせて、ルーティ
ング情報を検索する（ステップ３１６）。ユーザが、ＩＭＳにおいて登録されていれば、
ＨＳＳ／ＨＬＲ１０８は、ＭＳＣのアドレスとともに、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８のアドレ
スを返す。
【００２９】
　ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、対象とするＵＥ１２２のＭＳＩＳＤＮを伝えるとともに、
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ＳＭＳメッセージをＭＳＣまたはＳＧＳＮに配信するかのように、ＳＭＳメッセージをＩ
Ｐ－ＳＭ－ＧＷ１１８に転送する（ステップ３１８）。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、対象
とするＵＥ１２２のＴＥＬ－ＵＲＬを使用して、ＳＩＰリクエストＵＲＩを投入し（popu
late）、次いで、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥメソッドを用いて、ＳＭＳメッセージをＳ－Ｃ
ＳＣＦ３０２に転送する（ステップ３２０）。次いで、Ｓ－ＣＳＣＦ３０２は、ＳＩＰ　
ＭＥＳＳＡＧＥ（ＳＭＳメッセージ）をＵＥ１２２に配信する（ステップ３２２）。
【００３０】
　ＵＥ１２２は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（ＳＭＳメッセージ）を受信すると、２００　
ＯＫメッセージをＳ－ＣＳＣＦ３０２に送信することにより、応答する（ステップ３２４
）。この２００　ＯＫメッセージは、配信レポートではないことに留意されたい。なぜな
らば、２００　ＯＫメッセージは、配信レポート内に含まれる情報を伝えることができな
いからである。Ｓ－ＣＳＣＦ３０２は、２００　ＯＫメッセージをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１
８に送信する（ステップ３２６）。
【００３１】
　次いで、ＵＥ１２２は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥメソッドを用いて、配信レポートをＳ
－ＣＳＣＦ３０２に送信する（ステップ３２８）。Ｓ－ＣＳＣＦ３０２は、フィルタ情報
に基づいて、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（配信レポート）をＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に転送
する（ステップ３３０）。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥフォーマ
ットから配信レポートを抽出し、その配信レポートをＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６に送信する
（ステップ３３２）。
【００３２】
　ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、ＳＭ配信レポートステータスメッセージをＨＳＳ／ＨＬＲ
１０８に送信する（ステップ３３４）。ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１０６は、配信レポートをＳＭ
ＳＣ１０４に転送する（ステップ３３６）。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、２００　ＯＫメ
ッセージをＳ－ＣＳＣＦ３０２に送信する（ステップ３３８）。これにより、ＩＰ－ＳＭ
－ＧＷ１１８は、配信レポートがＳＭＳＣ１０４に送信されたことを通知する。Ｓ－ＣＳ
ＣＦ３０２は、２００　ＯＫメッセージをＵＥ１２２に送信する（ステップ３４０）。こ
れにより、Ｓ－ＣＳＣＦ３０２は、配信レポートが送信されたことを、ＵＥ１２２に通知
する。
【００３３】
　ＷＬＡＮ　ＵＥからのショートメッセージの送信
　図４は、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２からショートメッセージを送信する方法４００を示す図
である。ＵＥ１２２と、ホームＰＤＧ１２４との間に、トンネルが確立される（ステップ
４０２）。トンネルが確立されたあと、ＵＥ１２２は、必要な全てのセキュリティアソシ
エーションを確立するＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に登録され、ＳＭＳサービスのサポート性
に関して、認証を行い、ＵＥのＭＳＩＳＤＮ（Ｅ．１６４）とＵＥのＩＰアドレスとの関
連付けを登録する（ステップ４０４）。ＵＥ１２２に関する情報は、ＨＳＳ／ＨＬＲ１０
８にも記憶される。ＵＥ１２２は、自身のケーパビリティをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に送
信して（ステップ４０６）、ＳＭＳターミナルプロキシオペレーションが可能となるよう
にする。ケーパビリティ情報が送信されたあと、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＵＥ１２２
に関する全てのＳＭＳ制御メッセージを処理する（ステップ４０８）。
【００３４】
　ＵＥ１２２は、例えば、ＷＡＰ、ＳＭＰＰ、ＭＭＰＰ、またはＸＭＬを使用して、ＳＭ
ＳメッセージをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に送信する（ステップ４１０）。ＩＰ－ＳＭ－Ｇ
Ｗ１１８は、ＳＭＳメッセージを抽出し、標準（standard）ＭＡＰを使用して、ＩＰ－Ｓ
Ｍ－ＧＷ１１８があたかもＭＳＣまたはＳＧＳＮであるかのように、そのＳＭＳメッセー
ジをＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６に転送する（ステップ４１２）。
【００３５】
　ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、ＳＭＳメッセージをＳＭＳＣ１０４に転送する（ステッ
プ４１４）。ＳＭＳＣ１０４は、ＳＭＳメッセージを受信すると、配信レポートをＳＭＳ
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－ＩＷＭＳＣ１０６に送信する（ステップ４１６）。ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、配信
レポートをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に転送する（ステップ４１８）。配信レポートには、
ＳＭＳＣ１０４への配信が成功したか、または失敗したかに関する指示が含まれる。配信
に失敗した場合、ＳＭＳＣ１０４は、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６にレポートし戻し、ＳＭ
Ｓ－ＩＷＭＳＣ１０６は、ＳＭＳメッセージを再転送しようと試みる。リトライの回数が
閾値を超えた場合、配信失敗レポートが、ＵＥ１２２に送信されることになる。
【００３６】
　ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、専用のメカニズムおよび／またはプロトコルを使用して、
配信レポートをＵＥ１２２に送信する。好ましい実施形態では、配信レポートは、ＳＭＰ
ＰなどのＩＰベースの送信によって送信される。配信レポートは、ＳＭＳメッセージがＳ
ＭＳＣ１０４に配信されたことを確認するものであるか、または、ＳＭＳメッセージを配
信できなかったことと、その失敗の理由とを、ＵＥ１２２に通知するものである。
【００３７】
　メッセージ受信の場合と同様に、ＵＥ１２２のフロントエンドとして動作するＩＰ－Ｓ
Ｍ－ＧＷ１１８により、ＴＳ　２３．０４０　ｖ６．３．０（２００４－０３）において
定義されたメカニズムを用いて、メッセージ送信に関するエラー処理が実行されることが
好ましいが、その他のエラー処理技術が用いられてもよい。
【００３８】
　Ｉ－ＷＬＡＮ　ＵＥ側における新たなプロシージャの実装が低減され、Ｉ－ＷＬＡＮ　
ＵＥ側では、単純なオペレーションのみが実行されて、ＳＭＳデータの受信が確認される
か、または、再送信するために、失敗（corrupt）メッセージがレポートされる。
【００３９】
　図５は、ＳＩＰ／ＩＭＳを使用して、ＷＬＡＮ　ＵＥ１２２からショートメッセージを
送信する方法５００のフロー図である。ＵＥ１２２は、ＩＭＳ登録プロシージャにしたが
って、Ｓ－ＣＳＣＦ５０２に登録される（ステップ５１０）。この登録情報は、ＨＳＳ／
ＨＬＲ１０８にも記憶される。ＵＥ１２２は、ケーパビリティレポートをＩＰ－ＳＭ－Ｇ
Ｗ１１８に送信する（ステップ５１２）。ＵＥのケーパビリティには、例えば、メモリサ
イズ、ターミナルのタイプ、スクリーンサイズ、および、ＵＥがセッション開始プロトコ
ル（ＳＩＰ）をサポートするか否かに関する情報が含まれる。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は
、ＵＥのケーパビリティを使用して、ＳＭＳターミナルプロキシオペレーションが可能と
なるようにする。これにより、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＵＥ１２２に関する全てのＳ
ＭＳ制御メッセージを処理することが可能となる。
【００４０】
　ＵＥ１２２は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥメソッドを用いて、ＳＭＳメッセージをＳ－Ｃ
ＳＣＦ５０２に送信する（ステップ５１４）。Ｓ－ＣＳＣＦ５０２は、フィルタ情報に基
づいて、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（ＳＭＳメッセージ）をＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に転送
する（ステップ５１６）。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐｔｅ
ｄメッセージをＳ－ＣＳＣＦ５０２に送信する（ステップ５１８）。これにより、ＩＰ－
ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（ＳＭＳメッセージ）を受信したことを示
す。このメッセージ受信情報は、ＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージにより、
Ｓ－ＣＳＣＦ５０２からＵＥ１２２に転送される（ステップ５２０）。
【００４１】
　ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥフォーマットからＳＭＳメッセー
ジを抽出し、標準ＭＡＰシグナリングを使用して、そのＳＭＳメッセージをＳＭＳ－ＩＷ
ＭＳＣ１０６に転送する（ステップ５２２）。ＳＭＳＣ１０４のアドレスは、ＳＩＰ　Ｍ
ＥＳＳＡＧＥのＲ－ＵＲＩからか、または、ＳＭＳの内在情報（content）から抽出され
る。ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、ＳＭＳメッセージをＳＭＳＣ１０４に転送する（ステ
ップ５２４）。
【００４２】
　ＳＭＳＣ１０４は、配信レポートをＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６に送信する（ステップ５
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２６）。この配信レポートは、ＳＭＳＣ１０４がＳＭＳメッセージを受信したという通知
である。ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ１０６は、配信レポートをＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に転送す
る（ステップ５２８）。ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥメソッドを
用いて、配信レポートをＳ－ＣＳＣＦ５０２に転送する（ステップ５３０）。Ｓ－ＣＳＣ
Ｆ５０２は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（配信レポート）をＵＥ１２２に転送する（ステッ
プ５３２）。ＵＥ１２２は、２００　ＯＫメッセージをＳ－ＣＳＣＦ５０２に送信する（
ステップ５３４）。これにより、ＵＥ１２２は、ＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥ（配信レポート
）を受信したことを通知する。次いで、２００　ＯＫメッセージが、Ｓ－ＣＳＣＦ５０２
からＩＰ－ＳＭ－ＧＷ１１８に送信される（ステップ５３６）。
【００４３】
　本発明の特徴および要素を、好ましい実施形態における特定の組合せをもって、説明し
たが、各特徴または各要素は、（好ましい実施形態のその他の特徴および要素なしで）単
独で使用することもできるし、本発明のその他の特徴および要素の有無に関係なく、様々
な組合せをもって、使用することもできる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



(11) JP 2014-207677 A 2014.10.30

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5K127 AA36  BA03  DA12  EA02  EA28  FA04  GB48  JA45  JA51  JA54 
　　　　 　　        JA57  NA14 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

